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［民事系科目］

〔第２問〕（配点：１００〔〔設問１〕から〔設問㸱〕までの配点の๭合は，３．５：３：３．５〕）

次の文章を読んで，後記の〔設問１〕から〔設問㸱〕までに答えなさい。

１．甲ᰴ式会♫（以下「甲♫」という。）は，取締ᙺ会及び┘査ᙺを⨨いている。甲♫の定Ḱには

取締ᙺは３名以上とする旨の定めがあるところ，Ａ，Ｂ࡯か４名の計６名が取締ᙺとして㑅௵

され，Ａが代⾲取締ᙺ♫長として，Ｂが代⾲取締ᙺᑓ務として，それࡒれ㑅定されている。ま

た，甲♫の定Ḱには，取締ᙺの௵期を㑅௵後１０年以内に⤊஢する事業年ᗘのうち᭱⤊のもの

に関する定時ᰴ主⥲会の⤊結の時までとする旨の定めがある。甲♫の┘査ᙺは，１名である。

甲♫は✀㢮ᰴ式発行会♫ではなく，その定Ḱには，譲渡による甲♫のᰴ式の取得について取締

ᙺ会の承ㄆを要する旨の定めがある。甲♫の発行済ᰴ式及び⥲ᰴ主の㆟決権のいずれも，２５

％はＡが，２０％はＢが，それࡒれ保有している。

２．甲♫は建設業を営んでいたが，甲♫においては，Ａが事業のᣑ኱のために海外ᒎ開を行う旨

を主ᙇする一方で，Ｂが事業の海外ᒎ開を行うࣜࢡࢫをᠱᛕし，Ａの主ᙇに཯対しており，Ａ

とＢが次第に対❧を῝めていった。Ａは，事業の海外ᒎ開を行うために必要かつ༑分な調査を

行い，その調査結ᯝに基づき，事業の海外ᒎ開を行うࣜࢡࢫも㐺ษにホ価して，取締ᙺ会にお

いて，事業のᣑ኱のために海外ᒎ開を行う旨の㆟᱌を提出した。この㆟᱌については，Ｂが཯

対したものの，㈶成多ᩘによりྍ決された。

甲♫はこの取締ᙺ会の決定に基づき事業の海外ᒎ開をしたが，この海外事業は売上げがఙびず

にప㏞し，甲♫は３年వりでこの海外事業から᧔㏥した。

３．この間にＡと更に対❧を῝めていたＢは，取締ᙺ会においてＡを代⾲取締ᙺから解⫋するこ

とを௻て，Ａには内ᐦに，Ａの解⫋に㈶成するように他の取締ᙺに根ᅇしをし，Ｂを含めてＡ

の解⫋に㈶成する取締ᙺを３名☜保することができた。甲♫の取締ᙺ会をᣍ集する取締ᙺにつ

いては定Ḱ及び取締ᙺ会のいずれでも定められていなかったことから，Ｂは，Ａの海外出ᙇ中

を見計らって⮫時取締ᙺ会を開ദし，Ａを代⾲取締ᙺから解⫋する旨の㆟᱌を提出することと

した。

４．Ｂは，Ａが海外出ᙇに出発したことから，⮫時取締ᙺ会の日の１㐌間前にＡを㝖くྛ取締ᙺ

及び┘査ᙺに対して取締ᙺ会のᣍ集通知を発した。このᣍ集通知には，取締ᙺ会の日時及びሙ

所については記載されていたが，取締ᙺ会の目的である事㡯については記載されていなかった。

Ａの海外出ᙇ中に，Ａを㝖くྛ取締ᙺ及び┘査ᙺが出席し，⮫時取締ᙺ会が開ദされた。Ｂは，

この⮫時取締ᙺ会において，㆟長に㑅௵され，Ａを代⾲取締ᙺから解⫋する旨の㆟᱌を提出し

た。この㆟᱌については，㈶成３名，཯対２名の㈶成多ᩘによりྍ決された。

５．Ａが，海外出ᙇからᖐᅜし，Ａを代⾲取締ᙺから解⫋する旨の⮫時取締ᙺ会の決㆟のຠຊを

ᙉ◳にதっていたところ，⮫時取締ᙺ会の決㆟においてＡの解⫋に཯対した取締ᙺのうちの一

人が，甲♫の内⣮に᎘気がさし，取締ᙺを㎡௵した。そこで，Ｂは，ྛ取締ᙺ及び┘査ᙺの全

ဨが出席する定౛取締ᙺ会であっても，Ａの解⫋の決㆟をすることができる≧ἣにあると考え，

解⫋をதっていたＡを含むྛ取締ᙺ及び┘査ᙺの全ဨが出席した定౛取締ᙺ会において，ᛕの

ため，෌ᗘ，Ａを代⾲取締ᙺから解⫋する旨の㆟᱌を提出した。この㆟᱌については，㈶成多

ᩘによりྍ決された。また，甲♫においては，取締ᙺの報㓘➼の額について，ᰴ主⥲会の決㆟

によって定められた報㓘➼の⥲額の᭱高㝈ᗘ額の⠊ᅖ内で，取締ᙺ会の決㆟によってᙺ⫋ࡈと

に一定額が定められ，これに従った㐠用がされていた。この㐠用に従えࡤ，Ａの報㓘の額は，

月額５０万円となるところ，Ｂは，この定౛取締ᙺ会において，Ａの解⫋に関する㆟᱌に続け

て，解⫋されたＡの報㓘の額を従前の代⾲取締ᙺとしての月額１５０万円から月額２０万円に

ῶ額する旨の㆟᱌も提出した。この㆟᱌についても，㈶成多ᩘによりྍ決された。この定౛取
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締ᙺ会において，ＢがＡの後௵の代⾲取締ᙺ♫長として㑅定された。

〔設問１〕

⑴ Ａを代⾲取締ᙺから解⫋する旨の上記４の⮫時取締ᙺ会の決㆟のຠຊについて，論じなさい。

⑵ Ａの報㓘の額をῶ額する旨の上記５の定౛取締ᙺ会の決㆟の後，Ａは，甲♫に対し，月額ᗄ

らの報㓘を請求することができるかについて，論じなさい。なお，Ａが代⾲取締ᙺから解⫋

されたことを前提とする。

６．代⾲取締ᙺから解⫋されたＡは，甲♫のᰴ主として，定時ᰴ主⥲会において，Ａの解⫋に㈶

成したＢら３名を取締ᙺから解௵しようと考え，Ｂら３名の取締ᙺの解௵及びその後௵の取締

ᙺの㑅௵をいずれもᰴ主⥲会の目的とすることを請求するとともに，これらに関する㆟᱌の要

領をいずれも定時ᰴ主⥲会のᣍ集通知に記載するように請求した。

甲♫の定時ᰴ主⥲会のᣍ集通知には，会♫提᱌として，海外事業のኻᩋを理⏤とするＡの取締

ᙺの解௵に関する㆟᱌が，Ａのᰴ主提᱌として，上記Ｂら３名の取締ᙺの解௵に関する㆟᱌及

びその後௵の取締ᙺの㑅௵に関する㆟᱌が，それࡒれ記載されていた。

７．甲♫の定時ᰴ主⥲会においては，Ａの取締ᙺの解௵に関する㆟᱌はྍ決され，上記Ｂら３名

の取締ᙺの解௵に関する㆟᱌及びその後௵の取締ᙺの㑅௵に関する㆟᱌はいずれも否決された。

なお，Ａの取締ᙺとしての௵期は，８年ṧっていた。

〔設問２〕

⑴ 上記７の定時ᰴ主⥲会において取締ᙺから解௵されたＡが，甲♫に対し，解௵が不当である

と主ᙇし，損害㈺ൾ請求をしたሙ合における甲♫のＡに対する会♫法上の損害㈺ൾ㈐௵につ

いて，論じなさい。

⑵ ௬に，上記６の定時ᰴ主⥲会のᣍ集通知が発せられた後，Ａが多額の会♫資金をὶ用してい

たことが明らかとなったことから，Ａが，Ａの取締ᙺの解௵に関する㆟᱌がྍ決されること

をᜍれ，ᪧ知の仲である甲♫のᰴ主ᩘ名に対し，定時ᰴ主⥲会をḞ席するように要請し，そ

の結ᯝ，定時ᰴ主⥲会が，定足ᩘを満たさず，ὶ会となったとする。このሙ合において，ձ

Ｂが，甲♫のᰴ主として，ッえをもってＡの取締ᙺの解௵を請求する際の手続について，説

明した上で，ղこのッえに関して考えられる会♫法上の問題点について，論じなさい。

８．甲♫は，内⣮が解決した後，㡰調に業⦼がఙび，」ᩘᅇの⤌⧊෌⦅を経て，会♫法上の公開

会♫となり，金融ၟရ取引所にその発行するᰴ式を上ሙした。現在，甲♫の資本金の額は２０

൨円で，従業ဨᩘは３０００名を超え，甲♫は┘査ᙺ会及び会計┘査人を⨨いており，Ｃが代

⾲取締ᙺ♫長を，Ｄが取締ᙺ๪♫長を，それࡒれ務めている。

９．甲♫の取締ᙺ会は「内㒊⤫ไシ࣒ࢸࢫᵓ築の基本方㔪」を決定しており，甲♫は，これに従

い，法務࣭ࣉࣥࢥラ࢖アࣥࢫ㒊㛛を設け，Ｄが同㒊㛛をᢸ当している。また，甲♫は，内㒊通

報ไᗘを設けたり，ᙺဨ及び従業ဨྥけのࣉࣥࢥラ࢖アࣥࢫ◊ಟを定期的に実᪋するなどして，

法௧㑂Ᏺにྥけた取⤌を実᪋している。さらに，甲♫は，現在，⥲合建設業を営んでいるとこ

ろ，下請業者との⒵着を㜵Ṇするため，同つᶍかつ同業✀の上ሙ会♫と同➼の♫内つ๎をไ定

しており，これに従ったయไを整備し，㐠用している。

10．甲♫の内㒊通報ไᗘのᢸ当者は，平成２７年３月末に，甲♫の営業㒊長を務めるＥが下請業

者である乙ᰴ式会♫（以下「乙♫」という。）の代⾲取締ᙺを務めるＦとㅛり，甲♫が乙♫に対

して発ὀした下請ᕤ事（以下「本௳下請ᕤ事」という。）の代金を水ቑしした上で，本௳下請ᕤ

事の代金の一㒊を着᭹しようとしているとの甲♫の従業ဨの実名による通報（以下「本௳通報」

という。）があった旨をＤに報告した。ところが，その報告を受けたＤは，これまで，甲♫にお
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いて，そのような不ṇ行為が生じたことがなかったこと，会計┘査人からもそのような不ṇ行

為をうかがわせる指᦬を受けたことがなかったこと，ＥがＤの後௵の営業㒊長であり，かつて

直ᒓの㒊下であったＥに信頼を⨨いていたことから，本௳通報には信ࡻࡨうᛶがないと考え，

本௳下請ᕤ事や本௳通報については，法務࣭ࣉࣥࢥラ࢖アࣥࢫ㒊㛛に対して調査を指示せず，

Ｃを含む他の取締ᙺ及び┘査ᙺにも知らせなかった。

11．甲♫の内㒊通報ไᗘのᢸ当者は，その後，Ｄから，法務࣭ࣉࣥࢥラ࢖アࣥࢫ㒊㛛に対し，本

௳下請ᕤ事や本௳通報についての調査の指示がなかったことから，平成２７年５月に，本௳通

報があった旨をＣにも報告した。その報告を受けたＣは，直ちに，本௳下請ᕤ事や本௳通報に

ついて，法務࣭ࣉࣥࢥラ࢖アࣥࢫ㒊㛛に対して調査を指示した。

12．甲♫の法務࣭ࣉࣥࢥラ࢖アࣥࢫ㒊㛛が調査をした結ᯝ，２㐌間⛬ᗘで，以下のとおり，Ｅと

Ｆがㅛり，本௳下請ᕤ事について不ṇ行為をしていたことがุ明した。

⑴ ＥとＦは，本௳下請ᕤ事について，合理的な代金が１൨５０００万円であることを理解して

いたにもかかわらず，代金を５０００万円水ቑしして，２൨円とഇり，水ቑしした５０００

万円を後に஧人で着᭹することをあらかじめ合意していた。

⑵ 甲♫の♫内つ๎上，甲♫が発ὀする下請ᕤ事の代金が１൨円以上となると，」ᩘ♫から見✚

りを取得する必要が生じることから，Ｅが，Ｆに対し，本௳下請ᕤ事について，ᙧ式上，ᕤ

事を୕つに分๭して見✚書を３通作成することを指示し，乙♫は，ձ第一ᕤ事の代金を８０

００万円，ղ第஧ᕤ事の代金を５０００万円，ճ第୕ᕤ事の代金を７０００万円として，本

௳下請ᕤ事について代金が合計２൨円となるように３通の見✚書を作成し，甲♫に提出した。

⑶ Ｅは，甲♫の関ಀ㒊署をᕦጁにḭき，３通の見✚書がそれࡒれูᕤ事に関わるものであると

ㄗ信させた。これにより，甲♫は，平成２６年９月に，乙♫との間で，上記のྛ見✚書に基

づき３通のὀ文書とὀ文請書を取り交わした上で，以後，乙♫に対し，ẖ月末の出᮶高に応

じて⩣月末に本௳下請ᕤ事の代金を支払っていった。

ֈ 甲♫は，本௳下請ᕤ事が᏶成したことから，乙♫に対し，平成２７年４月末にṧ金合計３０

００万円を支払い，その後，ＥとＦが，甲♫が乙♫に対して支払った本௳下請ᕤ事の代金か

ら５０００万円を着᭹した。

։ 甲♫の会計┘査人は，平成２７年１月に，乙♫に対し，甲♫の平成２６年１２月期の事業年

ᗘの計⟬書㢮及びその㝃ᒓ明⣽書➼の┘査のために，本௳下請ᕤ事の代金のṧ高についての

照会書面を直᥋郵送し，ᅇ答書面の直᥋返送を求める方法で┘査を行ったが，Ｅは，Ｆに対

し，ᅇ答書面にＥが指定した金額を記載して返送するように指示をするなど，不ṇが発ぬす

ることを㜵Ṇするためのഇ⿦ᕤ作を行っていた。

〔設問㸱〕 上記８から12までを前提として，ձＣの甲♫に対する会♫法上の損害㈺ൾ㈐௵及び

ղＤの甲♫に対する会♫法上の損害㈺ൾ㈐௵について，それࡒれ論じなさい。


